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個
性
や
能
力
、
生
き
方
の　
　

多
様
性
を
認
め
合
う
こ
と
か
ら

改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
や
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
制
定
さ
れ
て
久
し

く
な
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
意
識
や
行
動
、
社
会
の
慣
習
や
慣
行
の
な
か
に
は
、
い

ま
だ
に
男
女
の
役
割
に
対
し
て
固
定
的
な
考
え
が
残
っ
て
い
ま
す
。
性
別
に
か
か
わ

ら
ず
個
人
の
個
性
や
能
力
を
認
め
合
う
社
会
、
個
人
の
生
き
方
の
多
様
性
が
認
め
ら

れ
る
社
会
に
向
け
て
、
富
良
野
市
で
は
現
在
、
市
民
が
参
加
し
て
男
女
共
同
参
画
推

進
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
行
政
や
市
民
、
地
域
、
事
業
所
な
ど
が
推
進
す

べ
き
方
向
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

特集：男女共同参画を考える

　「昔の日本は封建社会で男性は社会に出て、

女性は家庭を守るのが当たり前でした。近代

になってヨーロッパから民主主義が入り、男

女平等ということになった訳ですが、ともす

れば旧態依然と男性が主導権をとり物事を進

めるというようなことが見受けられました。

　いま、農家で協定を行なう動きが出てきて

います。私のところでも家族協定を結び、そ

れぞれが自信と責任を持ち、互いに補い合い、

ほかの人の負担軽減と主体性を持って仕事を

することが目的です。私は経営の一部を妻や

息子に担ってもらい、その報酬を支払う、私

と息子は妻に比べ体力があるので肉体労働、

妻はまかないやメロンの作業を主に手作業と

家事を分担するということになっています。

　農業のおかれている立場は、コスト競争で

海外の農産物にその場を次第に奪われ、日本

の食料自給率は40％以下になりました。この

ような中、農業では生活が成り立たなく、や

むなく農業を辞めざるを得ない農業者が近年

非常に多く、将来が心配されます。

　今後、農業が日本の食糧を確保していくに

は、農業に携わる人それぞれが一歩上の意識

を持ち、個人の資質や目標をレベルアップし

ていって欲しいと思います。また、現代農村

社会においては男女平等社会はごく当たり前

のことで、今は女性の方々がいろいろと活発

に活動しているところが、地域活力を持って

います。」

家族協定で役割を分担

　池田学さん、ツヤ子さん、剛さん
　　　　　　　　　（農業、西学田二区）
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男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
？

　

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
で
は
、「
男

女
が
、
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、

自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が

確
保
さ
れ
、
も
っ
て
男
女
が
均
等
に
政
治

的
、
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
利
益

を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
と
も

に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会
」
と
定
義
し
て

い
ま
す
。

　

性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
民
一
人
ひ
と

り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
男
女
が
対
等
に

あ
ら
ゆ
る
場
に
共
に
参
加
で
き
る
社
会
、

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
機
会
が
等
し

く
享
受
で
き
、
多
様
な
生
き
方
が
認
め
ら

れ
る
心
豊
か
な
社
会
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。　

ど
う
な
の
？
私
た
ち
の
意
識

　

内
閣
府
が
平
成　

年
８
月
に
調
査
し
た

１９

「
男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る
世
論
調

査
」
の
結
果
か
ら
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
男
女
の
地
位
に
関
す
る
意
識
」
で
は
、

　

・
２
％
の
人
が
「
男
性
の
方
が
優
遇
さ

７３れ
て
い
る
」
と
回
答
。
こ
の
割
合
は
近
年

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、「
平
等
」
は

　

・
１
％
、「
女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い

２０る
」
は
４
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
の
社
会
進
出
に
関
す
る
「
女
性
が

職
業
を
も
つ
こ
と
に
つ
い
て
の
意
識
」
で

は
、「
子
ど
も
が
で
き
て
も
ず
っ
と
職
業
を

続
け
る
方
が
よ
い
」
が　

・
４
％
で
最
も

４３

多
く
、「
子
ど
も
が
で
き
る
ま
で
は
職
業
を

も
つ
方
が
よ
い
」　

・
０
％
な
ど
と
な
っ

３３

て
お
り
、
男
女
と
も
ほ
ぼ
全
部
の
年
代
で

女
性
の
就
業
に
つ
い
て
肯
定
的
に
と
ら
え

て
い
ま
す
。

　

固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
を
図
る

指
標
と
さ
れ
て
い
る
「
夫
は
外
で
働
き
、

妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
」
と
い
う
家
庭
生

活
に
関
す
る
意
識
で
は
、
こ
の
考
え
方
に

「
反
対
」
が　

・
１
％
で
調
査
を
開
始
し
て

５２

以
降
初
め
て
５
割
を
超
え
ま
し
た
（
賛
成

は　

・
８
％
）。
ま
た
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

４４
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
し
て
の
「
仕
事
」「
家
庭

生
活
」「
地
域
・
個
人
の
生
活
」
の
関
わ
り

方
に
つ
い
て
、
男
性
は
「
仕
事
と
家
庭
生

活
を
と
も
に
優
先
し
た
い
」（　

・
２
％)  

２９

が
、
現
実
は
「
仕
事
を
優
先
し
て
い
る
」

（　

・
２
％
）
と
い
う
実
態
に
あ
り
、
女
性

４０も
「
家
庭
生
活
を
優
先
し
た
い
」（　

・
５

３４

％
）、「
仕
事
と
家
庭
生
活
を
と
も
に
優
先

し
た
い
」（　

・
４
％
）、
｢仕
事
と
家
庭
生

２６

活
、
地
域
･
個
人
の
生
活
を
と
も
に
優
先

し
た
い
｣（　

・
２
％
）
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ

１５

の
希
望
に
対
し
て
、
現
実
は
「
家
庭
生
活

を
優
先
し
て
い
る
」（　

・
９
％
）、「
仕
事

４３

を
優
先
し
て
い
る
」（　

・
３
％
）
と
い
う

１７

状
況
に
あ
り
ま
す
。
男
女
と
も
、
希
望
と

現
実
に
は
大
き
な
隔
た
り
の
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
？

　

そ
れ
で
は
、
私
た
ち
市
民
や
行
政
、
地

域
、
事
業
所
な
ど
に
何
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

虚
男
女
の
人
権
の
尊
重

　

男
女
の
個
人
と
し
て
の
尊
厳
を
重
ん
じ
、

男
女
の
差
別
を
な
く
し
、
男
性
も
女
性
も

ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
能
力
を
発
揮
で
き

る
機
会
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

許
社
会
の
制
度
、
慣
行
へ
の
配
慮

　

固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
に
と
ら
わ
れ

ず
、
男
女
が
様
々
な
活
動
が
で
き
る
よ
う

に
、
社
会
に
お
け
る
制
度
や
慣
行
の
あ
り

方
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

距
政
策
等
の
立
案
決
定
へ
の
参
画

　

男
女
が
、
社
会
の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
政
策

や
方
針
の
立
案
及
び
決
定
に
参
画
で
き
る

機
会
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一般的に女性が職業を

持つことに対する意識変化

内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」

等、内閣府世論調査より
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鋸
家
庭
生
活
と
他
の
活
動
の
両
立

　

男
女
が
、
互
い
に
協
力
し
、
社
会
の
支

援
も
受
け
て
、
家
族
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
な
が
ら
、
仕
事
や
学
習
、
地
域
活
動

等
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

漁
国
際
的
協
調

　

男
女
共
同
参
画
づ
く
り
の
た
め
に
、
国

際
社
会
と
共
に
歩
む
こ
と
も
大
切
で
す
。

他
の
国
々
や
国
際
機
関
と
相
互
に
協
力
し

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
民
８
人
と
市
職
員
が
参
加

　

現
在
、
富
良
野
市
で
は
、
男
女
共
同
参

画
の
推
進
を
総
合
的
、
計
画
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
た
め
に
、（
仮
称
）
ふ
ら
の
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
２
０
０
８

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

策
定
作
業
に
は
、
市
民
８
人

に
推
進
委
員
と
し
て
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
市
の

職
員　

人
も
加
わ
っ
て
、
会

１４

合
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
研

修
会
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

計
画
の
内
容
は
、
意
識
改

革
に
向
け
た
啓
発
・
広
報
の

充
実
や
意
識
を
形
成
し
て
い

く
た
め
の
支
援
が
中
心
と
な

り
ま
す
が
、
庁
内
部
局
で
の

支
援
施
策
な
ど
も
積
極
的
に

取
り
込
ん
で
、
市
民
や
事
業

所
、
地
域
な
ど
の
取
り
組
み

に
も
広
が
っ
て
い
く
よ
う
、

工
夫
し
て
い
く
考
え
で
す
。

「
男
女
が
共
に
責
任
を

担
う
社
会
の
実
現
」
を

目
標
に

　
「（
仮
称
）
ふ
ら
の
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
２
０
０
８
」

の
策
定
は
、
今
年
の
夏
ご
ろ
ま
で

に
概
ね　

カ
年
を
計
画
期
間
に

１０

し
た
素
案
と
し
て
ま
と
め
る
方

向
で
作
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
間
、
市
民
と
の
意
見
交
換
会

や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民

の
意
見
募
集
）
手
続
き
な
ど
も
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

現
在
、「
男
女
が
共
に
責
任
を

担
う
社
会
の
実
現
」
を
計
画
の
目

標
に
掲
げ
て
調
整
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
の
進
展

や
経
済
社
会
情
勢
が
急
速
に
変

化
す
る
な
か
に
あ
っ
て
、
安
心
し

て
い
き
い
き
と
し
て
暮
ら
せ
る

豊
か
な
生
活
と
地
域
社
会
を
実

現
し
て
い
く
た
め
に
、
男
女
が
社

会
の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
活
躍
し
、
喜
び
も
責

任
も
分
か
ち
合
え
る
社
会
の
形
成
を
め
ざ

し
て
い
こ
う
と
す
る
考
え
方
で
す
。

男
女
は
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

　

そ
の
柱
と
な
る
基
本
方
針
に
、
虚
男
女

平
等
を
育
む
教
育
の
推
進
、
許
男
女
が
共

に
働
く
た
め
の
条
件
整
備
、
距
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進
、
鋸
少

子
・
高
齢
化
時
代
を
乗
り
越
え
る
男
女
の

自
立
に
向
け
た
支
援
、
漁
す
こ
や
か
な
心

身
の
保
持
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
生
活
の
支

援
の
５
本
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
校

や
家
庭
、
社
会
の
中
で
人
権
や
平
等
に
つ

い
て
し
っ
か
り
と
学
び
、
意
識
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
し
、
就
労
と
家
庭

の
調
和
や
就
労
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
も

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
子
育
て
や
介
護
な
ど
の

家
事
分
担
に
対
す
る
男
性
の
参
画
や
社
会

  

社会全体における男女の地位の平等感

内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」より 富
良
野
市
も
プ
ラ
ン
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す

男女共同参画プランの策定に向けて打ち合わせをする推進委員会の人たち
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営
を
考
え
る
と
き
な
ど
に
女
性
の
参
画
が

あ
れ
ば
、
今
ま
で
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ

た
取
り
組
み
が
、
違
っ
た
視
点
を
取
り
入

れ
る
こ
と
で
一
気
に
進
ん
で
い
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

男
性
や
女
性
の
得
意
と
す
る
分
野
、
情

報
の
内
容
の
違
い
、
老
若
の
立
場
の
違
い
、

抱
え
て
い
る
課
題
、
取
り
上
げ
て
い
く

テ
ー
マ
な
ど
、
お
互
い
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
し
っ
か
り
と
意
見
交
換
し
、
地
域
や

職
場
な
ど
で
協
力
し
て
活
動
で
き
る
環
境

と
機
会
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
も
大
切
に

な
り
ま
す
。　

的
支
援
が
不
足
し
て
い
る
実
態
を
改
善
し

た
り
、
賃
金
の
格
差
や
就
労
条
件
を
見
直

し
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
課
題
に
な
り
ま

す
。

誰
も
が
地
域
づ
く
り
の
主
役
に

　

家
庭
や
事
業
所
、
地
域
な
ど
の
活
動
方

針
を
決
定
し
て
い
く
過
程
に
、
女
性
が
参

画
で
き
る
機
会
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
も

大
切
で
す
。

　

男
女
で
は
、
考
え
方
や
視
点
、
持
っ
て

い
る
情
報
の
違
い
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く

と
、
ま
ち
づ
く
り
や
町
内
会
活
動
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
活
性
化
に
生
か
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

い
ま
、
市
内
の
農
家
で
は
、
家
族
間
で

経
営
方
針
や
就
労
条
件
、
労
働
報
酬
な
ど

に
つ
い
て
協
定
を
結
び
、
家
族
全
員
が
魅

力
あ
る
農
業
経
営
に
参
加
す
る
取
り
組
み

が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
産

地
消
で
は
農
村
女
性
が
グ
ル
ー
プ
を
結
成

し
、
消
費
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
活
発
に
進

め
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
防
災
計
画
を
作
成
し
た
り
、
児

童
生
徒
の
登
下
校
時
の
安
全
対
策
を
考
え

た
り
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
サ
ロ
ン
の
運

一
人
ひ
と
り
が
豊
か
な
人
生
へ

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
男
性
も
女

性
も
意
欲
に
応
じ
て
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活

躍
で
き
る
社
会
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

職
場
の
活
気
は
、
方
針
づ
く
り
に
参
画

で
き
る
職
場
環
境
、
働
き
方
の
多
様
化
が

進
む
こ
と
に
よ
っ
て
期
待
で
き
ま
す
し
、

家
庭
生
活
の
充
実
は
、
家
族
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
と
仕
事
、
家
庭
が
両
立
す
る

環
境
づ
く
り
に
よ
っ
て
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
づ
く
り
の
活
発
化
は
、
暮

ら
し
や
す
さ
の
改
善
や
子
ど
も
た
ち
が
成

育
す
る
環
境
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
強
化
さ

れ
る
こ
と
で
期
待
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
希
望
と
現
実
と
の
間
に
は
数

多
く
の
隔
た
り
が
あ
り
ま
す
。
大
切
な
こ

と
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
職
場
、
家

庭
、
地
域
の
中
で
実
現
に
向
か
っ
て
行
動

を
積
み
重
ね
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
を
し
っ

か
り
と
支
え
あ
い
な
が
ら
社
会
の
形
成
に

自
ら
が
主
体
性
を
発
揮
す
る
こ
と
に
あ
る

と
い
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

◇

　

市
民
部
環
境
生
活
課
で
は
、
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
２
０
０
８
の
策
定
に
あ
た
っ

て
、
今
後
、
市
民
を
対
象
に
し
た
研
修
会

の
開
催
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本
計
画
の

策
定
に
あ
た
っ
て
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

架
市
民
部
環
境
生
活
課

　
　
　
　
　

電　

話　

３
９
‐
２
３
０
８

　
　
　
　

フ
ァ
ク
ス　

２
３
‐
１
３
１
３

　「男女共同参画が言われています。互いに人権を尊重しつつ、

責任も分かち合い、性別に関わりなく個性と能力を十分に発揮

することができる社会を実現するということです。男女が共に

家庭生活、地域生活を両立させていくためには、特に男性は職

業中心の生活から職場、家庭、地域とバランスのとれた生活へ

と意識を切り替えることが大切になります。まして、育児、家

事、教育、介護等に関わるには、今までの社会通念とか慣習や

しきたりとかを考え直して役割分担に積極的に参加していく姿

勢が求められます。

　少子高齢化が進み、経済や社会の変化をみると、男女の役割

は家庭内だけではなく、有償無償の労働をバランスよく受け持

つことは社会の課題でもあると思います。富良野市内でも育児

介護休業制度も利用されているとのことですが、その割合はい

か程でしょうか。

　いま、女性グループが、広範囲な情報を持ちながら文化面、

福祉面、地域をボランティアで支えている現状がありますが、

この生活リズムを乱されると「ストレス」が溜まり、ひどくは

「うつ」状態に陥るということを聞きます。定年後の男性は、家

庭で過ごす時間が多くなりますが、いま社会問題になっている

「夫在宅ストレス症候群」や「ぬれ落葉症候群」にならないため

にも、肩書きを取り去り、家族との触れ合いを大切にしながら、

培ってきた経験や体験、そして情報を共有しあい、積極的に地域、

町内に関わり、健康づくりのためにも奉仕の精神で地域の皆さ

んと共にリーダーとなって、自分にあった活動、地域が必要と

する活動をしていくのが、男女参画といえるのではないでしょ

うか。」

東所  栄子さん
市内春日町在住、現在、富
良野市男女共同参画推進委
員会委員

定年後の

社会参加を

大切に
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中
五
区
の
農
家
主
婦
で
つ

く
る
中
五
区
女
性
部
（
佐
藤

澄
子
会
長
、
会
員
９
名
）
は
、

　

年
以
上
も
歴
史
の
あ
る
組

８０織
で
す
。「
農
家
戸
数
が
減
り

会
員
が
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
年　

回
ほ
ど
集
ま
っ
て

１０

楽
し
く
行
事
を
行
っ
て
い
ま

す
」
と
佐
藤
会
長
は
言
い
ま

す
。

　

女
性
部
の
最
大
行
事
「
ド

ン
」
づ
く
り
が
１
月　

日
、

２５

育
良
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

３
年
前
、
上
御
料
の
女
性
部

と
一
緒
に
「
ド
ン
」
づ
く
り

を
行
っ
た
の
が
き
っ
か
け
。

中
五
区
で
も
作
る
よ
う
に
な
り
、

今
回
で
３
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

材
料
は
会
員
が
種
か
ら
育
て
た

ト
ウ
キ
ビ
約
１
０
０
本
を
使
い
ま

し
た
。「
ド
ン
を
作
る
た
め
昔
の
８

列
ト
ウ
キ
ビ
を
育
て
ま
し
た
。
ス

イ
ト
コ
ー
ン
は
水
気
が
多
く
ド
ン

に
は
向
き
ま
せ
ん
。
昔
の
ト
ウ
キ

ビ
は
モ
チ
モ
チ
し
て
澱
粉
が
多
い

の
で
す
」
と
佐
藤
会
長
は
話
し
ま

す
。

　

富
良
野
農
業
改
良
普
及
所
・
岡

元
幸
恵
さ
ん
の
指
導
で
、
時
計
を

睨
み
な
が
ら
ポ
ン
菓
子
器
で
「
ド

ン
」
を
作
り
ま
す
。
木
槌
で
叩
く

と
ド
ー
ン
と
い
う
大
音
響
と
と
も

に
煙
が
舞
い
上
が
り
、
焦
げ
た
匂

い
が
漂
い
ま
す
。
出
来
上
が
っ
た

「
ド
ン
」
を
か
ご
に
集
め
、
砂
糖
シ

連合会・町内会の話題をお知らせください。

地
域
全
体
を

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

■
麓
郷
振
興
会
■

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域コココココココココココココココココココココミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２

笑い声が絶えない女

性部の集いは地域を

明るく元気にします

■中五区女性部■

　

麓
郷
振
興
会
（
目
黒
英
治
会
長
、

1
6
9
世
帯
）
は
、
地
域
の
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
や
学
校
な
ど
と
連
携

す
る
パ
イ
プ
役
と
し
て
麓
郷
地
域

全
体
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
ま
す
。

「
麓
郷
地
域
も
少
子
高
齢
化
が
深

刻
化
し
て
い
ま
す
。
全
員
が
連
携

し
て
支
え
あ
う
こ
と
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
」
と
目
黒
会
長
は
話
し
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
や
大
麓
愛
護
少
年

団
、
麓
郷
小
、
麓
郷
中
の
児
童
生

徒
た
ち
が
一
緒
に
参
加
す
る
「
麓

郷
街
道
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
も
振
興

会
が
調
整
す
る
最
大
の
行
事
。
観

光
客
に
綺
麗
な
町
を
見
て
も
ら
お

う
と
麓
郷
街
道
の
ご
み
拾
い
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
最
近
は
観
光
客

の
ポ
イ
捨
て
が
目
立
ち
ま
す
。
役

割
分
担
す
る
こ
と
で
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
き
ま
す
」
と
老
人
ク
ラ

ブ
の
高
岡
一
男
会
長
は
言
い
ま
す
。

　

麓
郷
地
域
は
救
急
車
が
来
る
ま

で　

分
以
上
か
か
る
地
域
で
す
。

２０
麓
郷
の
消
防
に
あ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

大音響と煙に耳と目を閉じる中五区女性部のみなさん

消防隊員からＡED（自動体外式除細動器）の使い方を学ぶ麓郷中学校のみなさん

　
地
域
活
動
レ
ポ
ー
ト
⑮

麓郷中学校小山正道校長の力作です
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人

　

中
富
良
野
町
と
の
境
に
近
い
東

鳥
沼
４
。
十
勝
岳
に
つ
ら
な
る

山
々
の
ふ
も
と
の
農
地
で
、
山
本

和
弘
さ
ん
、
利
恵
さ
ん
夫
妻
が
野

菜
作
り
を
は
じ
め
て
２
年
に
な
り

ま
す
。
春
か
ら
秋
に
か
け
て
ミ
ニ

ト
マ
ト
を
中
心
に
ア
ス
パ
ラ
な
ど

数
種
類
の
野
菜
を
収
穫
、
出
荷
し

て
い
ま
す
。

　

和
弘
さ
ん
は
も
と
も
と
石
川
県

金
沢
市
で
、
業
務
用
洗
濯
機
の
設

計
を
担
当
。
岐
阜
県
岐
阜
市
に
住

ん
で
い
た
利
恵
さ
ん
は
地
元
で
就

職
し
て
い
ま
し
た
。
転
身
の
き
っ

か
け
は　

年
前
の
農
業
ヘ
ル
パ
ー

１２

へ
の
参
加
。
二
人
は
富
良
野
で
の

第
１
期
生
に
あ
た
り
ま
す
。

　

和
弘
さ
ん
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
農
業
に
興
味
が
あ
り
、
大
学
も

農
業
系
に
進
学
。「
大
学
で
農
業
の

 新しい野菜がとれるたびに喜びを分かち合う生活

「これからも消費者に安全で安心なものを届けたい」と話す山本
さん家族（左から宗玖さん、利恵さん、明珠美さん、和弘さん）

良野に

山本 和弘さん

　　 利恵さん
　　　    ～鳥沼～

やまもと かずひろ

厳
し
さ
を
学
ん
だ
こ
と
か
ら
一
度

は
農
業
を
あ
き
ら
め
ま
し
た
。
で

も
、
と
に
か
く
体
験
し
た
い
と
い

う
夢
を
捨
て
き
れ
ず
、
ヘ
ル
パ
ー

に
応
募
し
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

利
恵
さ
ん
は
「
一
人
旅
が
好
き

で
前
か
ら
２
、
３
度
富
良
野
に
は

来
て
い
ま
し
た
。
言
葉
で
は
表
現

で
き
な
い
ほ
ど
『
ほ
っ
と
す
る
』

の
が
富
良
野
。
き
っ
か
け
は
喫
茶

店
で
ヘ
ル
パ
ー
募
集
の
チ
ラ
シ
を

み
た
こ
と
。
直
感
的
に
惹
き
つ
け

ら
れ
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

５
年
間
の
研
修
生
活
の
中
で
二

人
は
結
婚
。
南
大
沼
の
借
地
で
農

業
を
は
じ
め
た
後
、
平
成　

年
の

１８

春
、
東
鳥
沼
に
２
町
１
反
余
り
の

土
地
を
購
入
し
、
念
願
の
野
菜
作

り
を
は
じ
め
ま
し
た
。
し
か
し
、

最
初
に
栽
培
し
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
は

夏
の
大
事
な
時
期
に
水
の
や
り
加

減
に
失
敗
し
た
た
め
、
花
落
ち
を

し
て
し
ま
い
、
実
が
な
ら
ず
、
出

荷
が
出
来
な
い
日
も
あ
り
ま
し
た
。

　
「
砂
地
の
東
鳥
沼
の
土
地
で
は

ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
の
作
物
は
水
は

動
体
外
式
除
細
動
器
）
を　

の
町

１１

内
会
す
べ
て
で
使
え
る
よ
う
に
町

内
会
と
一
緒
に
講
習
会
計
画
を
作

り
ま
す
。「
使
い
方
は
簡
単
で
し
た
。

１
人
で
も
多
く
の
人
を
救
う
た
め

３
カ
年
計
画
で
講
習
会
を
開
催
し

て
い
き
ま
す
」
と
目
黒
会
長
は
語

り
ま
す
。

　

情
報
格
差
を
解
消
す
る
た
め
Ａ

Ｄ
Ｓ
Ｌ（
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

誘
致
運
動
に
取
り
組
み
、
麓
郷
地

区
の
大
半
の
世
帯
が
協
力
す
る
と

い
う
調
査
結
果
が
出
ま
し
た
。
昨

年
か
ら
発
行
し
て
い
る
振
興
会
だ

よ
り
「
桃
源
郷
」
で
も
積
極
的
に

紹
介
し
、
地
域
の
連
帯
の
強
さ
を

垣
間
見
ま
す
。

　

地
域
の
人
口
を
増
や
し
た
い
と

振
興
会
に
「
地
域
振
興
課
」
を
設

置
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
移
住
者

情
報
を
提
供
し
、
移
住
の
促
進
に

力
を
入
れ
ま
す
。「
こ
の
地
域
を
子

育
て
し
た
く
な
る
地
域
と
し
て
紹

介
し
た
い
」
と
語
り
ま
す
。

け
が
良
す
ぎ
て
難
し
い
。
改
め
て

農
業
の
厳
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
」

と
和
弘
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
「
今
で
は
、ミ
ニ
ト
マ
ト
の
色
や

形
、
な
っ
て
い
る
姿
に
も
魅
せ
ら

れ
て
い
る
」
と
笑
顔
で
話
す
和
弘

さ
ん
。「
こ
れ
か
ら
も
消
費
者
に
安

全
で
安
心
な
も
の
を
届
け
て
い
き

た
い
。
顔
の
見
え
る
農
業
を
進
め

た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　

☆

　

雪
深
く
零
下　

度
以
下
の
日
も

２０

あ
る
中
、
雪
を
か
き
分
け
、
ハ
ウ

ス
に
ビ
ニ
ー
ル
を
か
け
る
こ
と
か

ら
野
菜
作
り
が
始
ま
り
ま
す
。　

　

繁
忙
期
の
夏
は
朝
４
時
に
起
床

し
野
菜
の
収
穫
や
管
理
な
ど
で
、

一
日
中
、
農
作
業
に
追
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
夫
婦
と
二
人
の
子
ど

も
と
一
緒
に
か
け
が
え
の
な
い
時

間
を
過
ご
し
、
新
し
い
野
菜
が
と

れ
る
た
び
に
喜
び
を
分
か
ち
合
う

生
活
が
「
理
想
の
生
活
」
と
和
弘

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

移る

ロ
ッ
プ
を
か
け
る
と
甘
い
香
り
が

漂
っ
て
き
ま
す
。
急
い
で
寒
い
玄

関
に
運
び
か
き
混
ぜ
な
が
ら
冷
や

し
て
出
来
上
が
り
。

　

出
来
上
が
っ
た
「
ド
ン
」
は
す

ぐ
に
試
食
さ
れ
ま
す
。「
み
ん
な
お

し
ゃ
べ
り
ば
か
り
で
し
ょ
う
。
こ

れ
が
い
い
の
よ
。
す
ご
く
楽
し
い

ん
だ
か
ら
」
と
会
話
と
笑
い
が
絶

え
る
こ
と
の
な
い
女
性
部
の
集
い

の
良
さ
を
話
し
て
く
れ
ま
す
。

　

女
性
部
で
は
６
月
に
育
良
会
館

で
花
の
植
栽
、　

月
に
チ
ー
ズ
工

１１

房
で
パ
ン
づ
く
り
な
ど
忙
し
い
時

期
を
調
整
し
な
が
ら
年
間
を
通
じ

て
集
ま
り
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

富⑪
り　え
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市政
アラカルト

３月ＭＡＲＣＨ

４
月
１
日
か
ら
農
村
地
区
の

生
ご
み
収
集
が
１
年
間
通
し

て
の
収
集
と
な
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
農
村
地
区
の
生
ご
み
収
集
は
、

冬
期
間
の
み
（　

月
〜
3
月
）
実
施
し
て

11

き
ま
し
た
が
本
年
4
月
1
日
か
ら
1
年
間

通
し
て
の
収
集
と
な
り
ま
す
。

　

生
ご
み
を
出
す
と
き
は
、
十
分
に
水
切

り
を
行
い
、
指
定
袋
で
朝
8
時
ま
で
に
地

域
で
決
め
ら
れ
た
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
収
集
日
は
、
ご
み
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

（
4
月
1
日
以
降
の
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
は
、
3
月
中
に
配
布
予
定
で
す
。）

　

な
お
、
対
象
と
な
る
生
ご
み
は
、
家
庭

か
ら
出
る
も
の
に
限
り
ま
す
。
農
業
残
渣

類
（
玉
ネ
ギ
く
ず
・
人
参
く
ず
な
ど
）
は
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　

生
ご
み
は
、
貴
重
な
資
源
で
す
。
出
来

る
だ
け
堆
肥
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

架
環
境
生
活
課　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
８

ふ
ら
の
ワ
イ
ン
春
の
市
民
還

元
が
は
じ
ま
り
ま
す

還
元
期
間　

　

平
成　

年
３
月　

日
蚊
〜
４
月　

日
我

２０

１６

３０

還
元
商
品

　

ふ
ら
の
ワ
イ
ン
市
民
限
定
赤
７
２
０
悪

還
元
価
格　

９
０
０
円
（
税
込
、
通
常
１

２
４
６
円
の
と
こ
ろ
、
特
別
価
格
に
て
提

供
し
ま
す
）

算
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
赤

の
良
さ
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

算
市
内
の
酒
販
店
に
て
、
ご
希
望
の
数
量

を
お
買
い
求
め
で
き
ま
す
。

ワ
イ
ン
一
口
メ
モ

ワ
イ
ン
の
始
ま
り
は
？

　
　
　
ア
イ
ス
ワ
イ
ン
も
偶
然
の
発
見
！

　

ワ
イ
ン
は
、
紀
元
前
７
０
０
０
年
頃
、

今
の
イ
ラ
ン
周
辺
で
壷
等
の
容
器
に
放
っ

て
お
か
れ
た
ぶ
ど
う
が
潰
れ
、
果
汁
が
染

み
出
し
、
自
然
酵
母
の
作
用
で
発
酵
が
起

こ
り
、
ワ
イ
ン
と
い
う
飲
み
物
に
変
化
し

た
こ
と
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

偶
然
の
発
見
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ふ
ら
の
ワ
イ
ン
が
４
年
前
か
ら
挑
戦
し

て
い
る
「
ア
イ
ス
ワ
イ
ン
」（
日
本
初
、
北

海
道
の
メ
ー
カ
ー
だ
か
ら
で
き
る
ワ
イ

ン
）
も
偶
然
の
発
見
に
よ
り
ま
す
。　

世
１８

紀
ド
イ
ツ
で
例
年
よ
り
早
く
寒
気
が
流
れ

込
み
、
収
穫
さ
れ
て
い
な
い
ぶ
ど
う
が

凍
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
ぶ
ど
う
を

も
っ
た
い
な
い
と
思
い
、
仕
込
ん
だ
と
こ

ろ
芳
醇
な
香
り
と
濃
厚
な
甘
さ
の
ワ
イ
ン

と
な
り
、
び
っ
く
り
。
そ
の
後
、
厳
寒
な

気
候
の
地
域
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
カ
ナ
ダ

な
ど
で
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
で
き
る
ワ
イ
ン
は
僅
か
、
希
少

性
か
ら
高
価
な
ワ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
、
国
産
ワ
イ
ン
が

　
　
　
　
　
　
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
！

　

食
料
の
安
全
安
心
が
問
わ
れ
て
い
る
中
、

国
内
で
原
料
ぶ
ど
う
の
栽
培
か
ら
醸
造
ま

で
一
貫
し
て
造
っ
て
い
る
ワ
イ
ン
メ
ー

カ
ー
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
本
当

に
こ
の　

年
程
、
ぶ
ど
う
の
品
質
、
醸
造

１０

技
術
の
向
上
は
目
ま
ぐ
る
し
く
、
そ
こ
に

対
応
し
て
き
て
い
る
ワ
イ
ン
メ
ー
カ
ー
は

海
外
の
ワ
イ
ン
に
対
し
て
も
引
け
を
取
ら

な
い
ワ
イ
ン
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
国
産
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
が
５
年
前

よ
り
創
設
さ
れ
、
そ
こ
で
賞
を
受
賞
す
る

こ
と
は
確
か
な
品
質
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

ふ
ら
の
ワ
イ
ン
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
２

０
０
３
・
２
０
０
４
・
２
０
０
６
年
と
ミ
ュ

ラ
ー
が
奨
励
賞
、
２
０
０
７
年
に
は
、
ツ

バ
イ
ゲ
ル
ト
・
羆
の
晩
酌
・
ソ
レ
イ
ユ
の

３
種
が
銅
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
ふ
ら

の
ワ
イ
ン
の
し
っ
か
り
と
し
た
ワ
イ
ン
づ

く
り
は
、
国
内
で
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
元
の
食
材
と
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
！

　

富
良
野
は
、
国
内
で
も
有
数
の
農
業
地

帯
。
多
種
多
様
な
農
作
物
が
生
産
さ
れ
、

さ
ら
に
地
元
ぶ
ど
う
で
醸
造
さ
れ
た
ふ
ら

の
ワ
イ
ン
と
の
相
性
は
抜
群
で
す
。
ど
う

ぞ
、
い
ろ
い
ろ
な
組
み
合
わ
せ
を
試
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
！

架
ワ
イ
ン
工
場　
　

拶
２
２
‐
３
２
４
２

引
越
し
を
予
定
さ
れ
て
い
る

方
へ
（
ご
み
の
処
分
）

　

３
月
に
入
る
と
引
越
し
な
ど
で
発
生
す

る
大
量
の
ご
み
を
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
さ
れ
る
事
例
が
毎
年
見
受
け
ら
れ
ま

す
が
、
引
越
し
な
ど
で
大
量
の
ご
み
を
一

度
に
処
分
さ
れ
る
際
は
、
ご
み
収
集
運
搬

許
可
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
収
集
運
搬
許
可
業
者

富
良
野
地
区
清
掃
事
業
協
同
組
合

拶
2
3
‐
3
9
3
9

富
良
野
浄
化
工
業
株
式
会
社

拶
2
2
‐
4
7
4
4

富
良
野
清
掃
株
式
会
社拶

2
2
‐
5
0
6
6

株
式
会
社
ふ
ら
の
衛
生
社

拶
4
2
‐
2
3
9
6

ふ
ら
の
リ
サ
イ
ク
ル
株
式
会
社

拶
4
2
‐
3
7
1
2

３
月
の
大
型
・
電
気
ご
み
の
収
集
日

申
込
締
切
日　

３
月　

日
我

１９

収
集
日　

３
月　

日
俄
・　

日
峨

２４

２５

※
詳
し
く
は
ご

み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
で
確
認
く

だ
さ
い
。

※
な
お
、「
引
越

し
の
荷
物
が
落

ち
て
い
る
」な
ど

の
連
絡
も
あ
り

ま
す
の
で
、荷
物

を
運
ぶ
際
は
、
必
ず
荷
台
に
シ
ー
ト
を
か

ぶ
せ
る
な
ど
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

架
環
境
生
活
課　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
８
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市民の声
市職員の喫煙について
　　　　　　　北の峰町　男性
　市役所の喫煙室で職員が喫煙
している時間はどういう賃金体
系で処理されているのでしょう
か？職場を離れている間は仕事
は行っていませんよね？

総務課です　　拶３９‐2300
　平成15年５月に健康増進法が
施行され、多数の人が利用する
施設は受動喫煙防止に努めなけ
ればならないことから、市役所
庁舎内では、事務室及び会議室
は、全面禁煙とし、２階と３階

の喫煙室内で喫煙するよう職員
と市民にはお願いしているとこ
ろです。
　なお、職員には業務の能率回復
のため、条例に規定する時間内に
おいて勤務時間の途中に休息・休
憩を取ることを認めており、人に
よりお茶を飲んだり喫煙をする
時間をこれに当てています。
　喫煙が即怠業に該当するとい
うものではありませんが、勤務中
の喫煙のあり方などについて誤
解を生じさせることのないよう、
喫煙職員には、マナーとルールを
厳守し、健康被害の注意喚起、喫
煙時間を必要最小限に留めるよ
う、節度ある行動と喫煙自粛を呼
びかけていきます。

パブリックコメント手続
意見を提出できる方
虚市内に住んでいる方許市内で働
いている方距市内で学んでいる方
鋸市内に事業所がある法人や団体
提出方法
虚封書・ファックス・電子メールな
ど書面（様式自由）や録音テープで
お寄せください。
許担当課窓口に直接提出（公表場所
に設置している意見箱にも）
距意見を提出するときは、住所・氏
名などを記入してください。氏名な
どは公表しませんが、記入がない意
見には回答できない場合もありま
す。
原案の公表場所
●行政情報コーナー（市役所１階市
民ロビー）
●山部・東山支所窓口●担当課
●市ホームページ

（市民の意見募集）
特定健康診査等実施計画の

策定について
意見募集期間　
平成２０年２月２８日牙～３月１８日峨
策定する理由
　国民皆保険制度を持続可能なも
のとするため、将来の医療費の伸び
を抑える一つの方策として、予防可
能な糖尿病・高血圧症・肥満症など
生活習慣病有病者・予備群を、平成
20年度と比較し平成27年度までに
25％削減する目標が設定され、その
対策についての検討がすすめられ
てきました。こうした考え方に立ち、
今後の健診や保健指導は、虚適切に
実施することにより、将来の医療費
の削減効果が期待されること許医
療費データと健診・保健指導のデー
タの突合により更に効果的な方法
を分析できること距対象者の把握
を行いやすく、健診・保健指導の確

実な実施が期待できることから、
「高齢者の医療の確保に関する法
律」により医療保険者にその実施が
義務付けられました。
　このことから、富良野市国民健康
保険は地域特性や健康課題を踏ま
えたうえで、糖尿病などの生活習慣
病有病者・予備群の２５％減少に視点
をおいて、平成２０年度から糖尿病な
どの生活習慣病に着目した特定健
診・特定保健指導を行うために実施
と計画を策定するものです。
計画の概要
序　章　計画策定にあたって
虚特定健診・特定保健指導の導入の
趣旨許特定健診・特定保健指導の対
象となる生活習慣病距メタボリッ
クシンドローム（内臓脂肪症候群）
に着目する意義鋸内臓脂肪型肥満
に着目した生活習慣病予防のため
の健診・保健指導の基本的な考え方
について漁計画の性格禦計画の期
間
第1章　富良野市の疾病特徴や被保
険者の健康状態の現状と課題
虚社会保障の視点でみる富良野市
の特徴許医療費が高くなる病気は
何か距入院によって医療費が高く
なる（入院６ヶ月以上）病気は何か
鋸人工透析の実態漁生活習慣病の
治療状況禦被保険者の健康状況魚
医療制度改革の目標達成に向けた
改善方策の検討
第２章　特定健診・特定保健指導の
実施
虚特定健診・特定保健指導実施の基

本的考え方許目標値の設定距富良
野市国民健康保険の目標値鋸特定
健康診査等の対象者数漁特定健診
の実施禦特定保健指導の実施
第３章　特定健康診査・特定保健指
導の結果の通知と保存
虚特定健康診査・特定保健指導の
データの流れ許特定健康診査・特定
保健指導の記録の保存・管理につい
て
第４章　特定健診・特定保健指導に
係る費用
虚特定健康診査等実施計画の参酌
基準と後期高齢者支援金の関係に
ついて許特定健康診査・特定保健指
導に係る費用
第５章　特定健康診査等実施計画
の公表・周知
虚特定健康診査等実施計画の公表
許特定健康診査を実施する趣旨の
普及啓発方法
第６章　特定健康診査等実施計画
の評価・見直し
虚特定健康診査等実施計画の評価
方法許特定健康診査等実施計画の
見直しに関する考え
今後のスケジュール
平成２０年４月　パブリックコメン
トの結果公表予定
平成２０年４月　計画決定予定
問合せ/意見提出先
市民課
〒０７6‐8555　
富良野市弥生町１番１号　
志39‐2301　思23‐3523
電子メール　
simin-k@city.furano.hokkaido.jｐ

市民参加手続の
ページ

このページは、情報共有と市民参
加のルール条例に基づいて行わ
れる市民参加の手続きについて
お知らせしています。概要のみを
掲載していますので、全文は公表
場所またはホームページでご覧
ください。
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思
い
っ
き
り
雪
遊
び
！

市
内
各
地
で
冬
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

小さなリングプルが車椅子へ

良野小学校児童会ボランティア

委員会が２月１日、車いす１台

を社会福祉協議会に寄贈しました。同

校では平成１５年から、児童や地域の方

に呼び掛け、車いすと交換可能なリン

グプルの回収を始めたもので、ドラム

缶６本分、５１０㎏ のリングプルが集ま

り、車いすと交換しました。また昨年

度は、鳥沼小学校でも同様の取り組み

で車いすの寄贈が行われています。

富

富良野と京都市が連携「ウエルカムパーティ」

国人観光客の誘致で連携してい

る京都・北海道国際観光客誘致

推進協議会（富良野市、京都市、旭川

市）が２月６日、市内ホテルで海外か

らの観光客の歓迎パーティを開きま

した。会場には、地元住民やスキーで

訪れたオーストラリア人など２５０人が

参加。伝統芸能の「北海へそ踊り」や

「弥栄太鼓」、京都の舞妓さんによる華

麗な舞が披露されました。

外

２
月
は
市
内
各
地
で
多
彩
な
冬
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
、
３
日
は
「
ふ
ら
の
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
写
真
①
）」、　
１０

日
は
「
や
ま
べ
ゆ
き
ん
こ
祭
り
（
写
真
②
）」、　

日
は
「
わ
い
わ
い

１１

祭
り
（
写
真
③
）」　

日
、　

日
は
「
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

１６

１７

バ
ル
（
写
真
④
）」。

写真写真①① 写真写真②②

写真写真③③ 写真写真④④
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占冠村
トマム山全面開放！

　「冬山解放宣言」を始動してから
シーズン毎にトマムオリジナルの
ルールとコース外滑走の方法を模
索し、たくさんのライダーから評
価を頂いてきた「上級者限定冬山
解放エリア」が今年ついにトマム
山エリア全面解放を実現（一部危
険個所は除く）。
　ありのままの自然環境を滑走す
るというナチュラルなパウダーエ
リアを存分にお楽しみ下さい。

架アルファリゾート・トマム  
拶58‐1122

中富良野町
クラシック・コンサート

　ピアノは町内に在住の菅美穂さ
ん、ヴァイオリンは中学校勤務の
奥村久美さんです。お気軽にお越
しください。 

○と　き　３月１５日臥　開演１４時 

○ところ　総合スポーツセンター 

※入場料は無料ですが整理券が必

要です（中富良野町公民館で配布）

架公民館　拶４４‐２２０４　

南富良野町

かなやま湖ログホテルラーチで

ゆっくり過ごしてみませんか

　閑静なカラマツ林の中に、自然
の柔らかな質感を全館・全室に活
かした本館とコテージは、ここで
しか味わえないやすらぎの時間と
空間を提供してくれます。レスト
ランでは特産の素材をたっぷりと
取り入れたフルコースディナーも
好評です。ぜひ、ご家族お揃いで
お越しください。

架かなやま湖ログホテルラーチ　
 　　　　　　　　　拶５２－３１００

まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

桑名ツヤ子さん
　　　　　（弥生町）作

　「モラキルト」

モラキルトは生地を

重ねてカットしてい

く独特の手法です。今

回の作品は、南の島の

３人娘をイメージま

した。約半年間という

時間をかけたことも

あり、完成時は達成感

でいっぱいでした。

郷クロスカントリー大会が２

月１０日、麓郷小学校グランドで

行われ、３６回目を迎えた伝統ある大会

に上川管内の小中学生約２００人が参加

しました。当日は晴天にも恵まれ、子

どもたちはアップダウンの激しい純

白の雪原の中を疾走。大会は、小学１

年生から中学生まで参加した個人距

離競技と小学生の継走競技に分れて

熱戦が繰り広げられました。

麓

３６回目を迎えた麓郷クロスカントリー大会

どもたちに宇宙の魅力を知っ

てもらおうと、ふらの市民講座

「親子で体験宇宙ロケット」が１月２７

日、生涯学習センターで行われ市内の

親子６０人が参加しました。赤平市で宇

宙開発に携わってる植松努さんを講

師に招き、全長約３０センチのロケット

を一人一基ずつ製作。宇宙への夢を膨

らませながら、センター駐車場で打ち

上げを行い、全員が見事成功しました。

打ち上げ成功！宇宙ロケット

上富良野町

「湯喜（ゆき）まつり」春はまだまだ

　十勝岳温泉郷４軒（温泉施設）
合同による湯喜まつりを開催しま
す。餅つき大会や親子ボブスレー
など盛りだくさんのイベントも用
意していますので、ぜひお越しく
ださい。豚汁の無料配布やお楽し
み抽選会もあります。
と　き　3月23日蚊
　　　　午前11時～午後3時30分
ところ　白銀荘館内とキャンプ場
※小学生以下は入館料無料です

架産業振興課　拶45‐6983

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集して

います。自薦・他薦は問いませんので、たくさんのご応募をお待ちしています。

応募、問合先は･･･企画振興課　拶３９‐２３０４

子
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 譲
り
ま
す
 

捌
室
内
照
明
器
具
捌
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
一
式

（
女
性
用
）
捌
ラ
ー
メ
ン
丼
捌
書
道
用
半
紙

捌
書
道
用
じ
ょ
う
ふ
く
紙
捌
観
賞
用
水
槽

捌
省
エ
ネ
ナ
ビ

 譲
っ
て
く
だ
さ
い
 

捌
あ
ん
ま
機
捌
パ
イ
プ
ベ
ッ
ト
捌
補
聴
器

捌
日
本
史
年
表
（
高
校
副
読
本
）
捌
紋
付
・

羽
織
・
袴
・
角
帯
（
男
用
一
式
）
捌
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
捌
本
棚
捌
サ
ン
ポ
ッ
ト
石
油
ス

ト
ー
ブ
捌
緑
峰
高
校
ブ
レ
ザ
ー
（
女
）
捌
石

油
ス
ト
ー
ブ
（
煙
突
タ
イ
プ
）
捌
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン

消費者相談 Ｑ＆Ａ

Ｑ

A

ごみＱ＆Ａ

分別に迷ったら、環境生活課(緯３９‐２３０８)へ

寄付  ありがとうございます

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センターと各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

「裁判所から？弁護士事務所から？」（３０代　男性）

消費相談・ダイヤル交換市は
架富良野市消費生活センター 
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
　月～金曜日 午前１０時～午後４時

※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

寿光園へ

みかん　１０㌔　藤井　栄（北扇山）
ぞうきん　２０枚　立花トヨ子（山部）

順不同・敬称略

突然刑事訴訟裁判通達という封書が届きました。
封書の表には「重要」と赤判が押されて、差出人

名、住所もしっかり書かれていました。開封してみると
「刑事訴訟裁判通達書」と表題が書かれて、実際にテレビ、
新聞などで報道され周知している事件が書かれてあり
「貴殿の購入履歴、銀行入金履歴が事件証拠として提出
された」と書かれていました。それが「刑法第１７５条に
対して違反で、管轄裁判所が受理し、○月○日が裁判取
り下げ期日になります。出廷すること。もし放置してい
ると３年以下の懲役、３００万円以下の罰金に処する」と
ありました。以前ポルノビデオを買ったことがあるため、
「△△まで連絡下さい」とあったので非通知で掛けたら
「通知して掛け直すように」とコールが入り、公衆電話
から掛けると留守電サービスになっていた。差出人など
をネットで検索してみたがそのような会も、弁護士も見
当たらない。おかしいと思うがどうしたら良いだろうか。

文章を読むと、実際の事件と容疑者が書かれてい
ました。今までの架空請求とは違い、新たなパター

ンです。相談者が提訴した事になっていたり、法律名が
違うなど、まして裁判通達に法律の条文が引用している
ことはありませんと説明し、架空請求と思われるので、
今後は連絡したり、応じないよう助言しました。聞きな
れない言葉などで難しいときは一人で悩まずに、ご相談
ください。

子どもが使わなくなったおもちゃをごみに出したい
のですが、電気（電池）を使わないプラスチックの

　　おもちゃは、何ごみで出せばいいのですか。

Ｑ

固形燃料ごみで出してください。おもちゃなどの玩
具は、 　マークが付いていないのでプラスチック類

　　で出すことが出来ません。なお、電気（電池）を使
　　うおもちゃを処分する場合は、電気製品の扱いとな
　　りますので市役所または各支所で処理券もしくは小
　　型電気製品専用袋を購入してください。

Ａ

昔、購入した古いごみ処理券があるのですが使うこと
が出来ますか？Ｑ
使用出来ます。粗大ごみの処分を申込む際、市役所
または各支所の受付にて係員にお申出ください。Ａ
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-k@city.furano.hokkaido.jp） 

そりに乗るのが

大好きです！

藤木　 乃逢 さん
の　あ

（１歳９カ月（１歳９カ月））
桂木町

ごはんを食べて“いーかお”

宮本　 愛海 さん（１０カ月）（１０カ月）
う　み

栄栄町町

　

日
本
国
内
に
お
け
る
麻
疹
の
発

生
は
大
き
く
減
少
し
て
き
ま
し
た

が
、
昨
年
は
南
関
東
地
域
で　

代
、

10

　

代
を
中
心
に
大
流
行
と
な
り
、

20道
内
で
も
広
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

麻
疹
の
発
生
は
年
間
を
通
し
て

見
ら
れ
ま
す
が
、
他
の
季
節
と
比

べ
る
と
晩
冬
か
ら
春
の
季
節
の
発

生
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
年
も
ま
た
流
行
の
兆
し

が
出
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
病
気
？

　

麻
疹
の
感
染
力
は
極
め
て
強
く
、

患
者
と
直
接
対
面
し
て
の
接
触
が

な
く
て
も
同
じ
空
間
を
共
有
す
る

こ
と
で
感
染
す
る
「
空
気
感
染
」

を
起
こ
し
ま
す
。
鼻
水
や
の
ど
の

痛
み
な
ど
の
風
邪
症
状
を
伴
い
、

４
日
間
位
熱
が
出
た
後
、
一
瞬
熱

は
下
が
り
ま
す
が
、
そ
の
あ
と　
40

度
以
上
の
熱
、
全
身
に
赤
い
斑
状

の
発
疹
が
出
ま
す
。
発
疹
が
出
る

１
〜
２
日
前
か
ら
コ
プ
リ
ッ
ク
斑

と
い
う
白
い
線
状
の
も
の
が
口
の

中
に
で
て
き
ま
す
。
４
〜
５
日
で

発
疹
は
ひ
き
ま
す
が
黒
っ
ぽ
い
跡

が
し
ば
ら
く
残
り
ま
す
。
潜
伏
期

は　

〜　

日
間
位
で
す
。

10

12

　

麻
疹
に
対
す
る
免
疫
の
無
い
人

が
感
染
す
る
と
重
症
度
が
高
く
約

　

%
が
入
院
を
必
要
と
し
、
患
者

４０千
人
に
対
し
１
人
の
割
合
で
死
亡

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

予
防
対
策
は
？

　

発
病
後
の
特
異
的
な
治
療
法
が

な
く
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
予
防

す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。

※
満
１
才
の
誕
生
日
を
迎
え
た
ら

１
回
目（
第
１
期
）の
ワ
ク
チ
ン
！

　

平
成　

年
度
よ
り
定
期
の
予
防

18

接
種
と
し
て
麻
疹
・
風
疹
混
合
生

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
満
２
才
に
な
る
前
に
必
ず

受
け
ま
し
ょ
う
。　

※
小
学
校
入
学
準
備
に
２
回
目

（
第
２
期
）
の
ワ
ク
チ
ン
！

　

１
回
の
接
種
で
免
疫
が
つ
か
な

か
っ
た
り
、
時
間
の
経
過
と
と
も

に
減
衰
し
た
子
ど
も
た
ち
の
免
疫

を
強
固
な
も
の
に
す
る
た
め
平
成

　

年
度
か
ら
接
種
が
開
始
さ
れ
ま

18し
た
。
幼
稚
園
、
保
育
所
の
年
長

さ
ん
が
対
象
で
す
。
ま
だ
２
回
目

の
接
種
が
終
わ
っ
て
い
な
い
方
は

３
月
中
に
２
回
目
の
接
種
を
受
け

て
下
さ
い
。

※
平
成　

年
度
か
ら
第
３
期
（
中

２０

学
１
年
生
）・
４
期（
高
校
３
年
生
）

の
接
種
が
始
ま
り
ま
す
！

　

厚
生
労
働
省
は
『
２
０
１
２
年

麻
疹
排
除
』
を
目
標
に
麻
疹
排
除

計
画
を
策
定
し
、
来
年
度
よ
り
５

年
間
、
麻
疹
・
風
疹
の
定
期
予
防

接
種
の
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
中
学
１
年
生
、
高

校
３
年
生
へ
は
個
別
通
知
し
ま
す
。

お元気ですか　保健師です ●麻疹について
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方
は
早
急
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
日
中
納
入
で
き
な
い
方

の
た
め
に
、
次
の
と
お
り
休
日
・

夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
当
日
は
納
入

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。）

対
象
と
な
る
税
金
や
料
金

　

市
道
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
、
公
営
住
宅
使
用
料

休
日
窓
口

と　

き　

３
月
９
日
蚊

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

税
務
課
窓
口

夜
間
窓
口

と　

き　

３
月　

日
俄
・　

日
峨

１０

１１

　
　

午
後
５
時　

分
〜
午
後
８
時

１５

と
こ
ろ　

税
務
課
窓
口

※
公
営
住
宅
使
用
料
は　

、　

日

１０

１１

く
ら
し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

３
月
は
、
市
税
な
ど
の
納
入

推
進
月
間
で
す

　

富
良
野
市
で
は
、
３
月
を
納
入

推
進
強
化
月
間
と
し
て
、
市
税
な

ど
（
市
道
民
税
、
固
定
資
産
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、介
護
保
険
料
）

や
、
住
宅
使
用
料
な
ど
の
未
納
者

に
対
し
、
未
納
金
の
確
保
を
図
る

強
化
月
間
と
し
て
い
ま
す
。　
　

　

ま
だ
、
納
入
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
早
急
に
納
入
や
納
入
相
談
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
税
な

ど
に
つ
い
て
は
、
預
金
・
給
与
・

動
産
な
ど
の
財
産
差
押
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
納
税
さ
れ
て
い
な
い

の
２
日
間
と
な
り
ま
す
。
場
所
は

都
市
建
築
課
窓
口
と
な
り
ま
す
。

架
税
務
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
２

　

都
市
建
築
課

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
６

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

　
歳
～
　
歳
の
方
の
医
療
費

７０

７４

自
己
負
担
な
ど
に
つ
い
て

　

医
療
制
度
改
正
に
伴
い
、
平
成

　

年
４
月
か
ら
、　

歳
〜　

歳
ま

２０

７０

７４

で
の
方
の
う
ち
現
役
並
み
の
所
得

が
あ
る
方
以
外
は
、
病
院
に
か

か
っ
た
と
き
の
自
己
負
担
が
２
割

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
自
己
負
担
の
見

直
し
が
行
わ
れ
、
４
月
〜
３
月
ま

で
の
１
年
間
は
、
病
院
に
か
か
っ

た
と
き
の
自
己
負
担
が
１
割
に
据

え
置
か
れ
ま
す
。（
現
役
並
み
の
所

得
の
あ
る
方
で
、
す
で
に
３
割
負

担
の
方
は
変
わ
り
ま
せ
ん
）

　

現
在
使
用
し
て
い
る
高
齢
受
給

者
証
の
有
効
期
限
は
３
月　

日
を

３１

も
っ
て
満
了
し
ま
す
。
新
し
い
高

齢
受
給
者
証
は
３
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
の
で
、
お
持
ち
の
高
齢
受

給
者
証
に
差
し
替
え
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
古
い
高
齢
受
給
者
証
は
国

保
年
金
係
か
各
支
所
へ
返
還
す
る

か
、
各
自
で
裁
断
し
て
処
分
し
て

く
だ
さ
い
。

架
市
民
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

高
齢
者
入
湯
割
引
券
の
交
付

手
続
き
に
つ
い
て

交
付
手
続
開
始　
　

3
月　

日
俄

24

交
付
場
所　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
　

富
良
野
市
春
日
町　

番
５
号

12

対
象
者　

３
月　

日
現
在
市
内
に

31

住
民
登
録
が
あ
り
、
居
住
し
て
る

満　

歳
以
上
の
高
齢
者
で
公
衆
浴

65
場
「
福
乃
湯
」
を
利
用
さ
れ
る
方

助
成
内
容　

１
回
2
0
0
円
の
割

引
で
、
１
人
年
間　

回
分

12

交
付
手
続　

利
用
さ
れ
る
方
の
申

請
に
も
と
づ
き
交
付
し
ま
す
。

架
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
２
０
０
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

天
ぷ
ら
油
に
よ
る
火
災
の
防
止

天
ぷ
ら
油
の
特
性

　

市
販
さ
れ
て
い
る
天
ぷ
ら
油
は
、

約
３
６
０
寿
〜
３
８
０
寿
以
上
に

な
れ
ば
、
火
種
が
な
く
て
も
発
火

し
ま
す
。

離
れ
る
と
き
は
火
を
消
す

　

天
ぷ
ら
油
火
災
は
、
ち
ょ
っ
と

し
た
油
断
が
原
因
で
発
生
し
ま
す
。

火
を
付
け
た
ら
絶
対
に
そ
の
場
を

離
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

火
災
が
発
生
し
た
ら

　

水
で
消
火
す
る
と
炎
が
爆
発
的

に
拡
大
し
周
囲
に
油
が
飛
散
し
て

大
変
危
険
で
す
。
炎
が
小
さ
い
場

合
は
コ
ン
ロ
の
火
を
止
め
、
鍋
の

全
面
を
覆
う
蓋
を
し
て
空
気
を
遮

断
す
る
こ
と
に
よ
り
消
火
で
き
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
炎
が
大
き
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
消
火
器
で
消

月のころはさらなり
　　　　　井口ひろみ
母に連れられ田舎の古
びた庵にやってきた悟
が出会ったのは、不思議
な力を持つ美少女と生
意気な少年。女と子ども
しか入ることのできな
いこの庵の役割とは？
家に残してきた悟の父
の消息は？切なくて優
しい青春ミステリ。

●児童書（新着）
藤　真知子まほうの国のプリンス＆プリンセス
かがくいひろしふしぎなでまえ

●一般書（新着）
瀬戸内　寂聴遺したい言葉
石田　衣良親指の恋人
城山　三郎そうか、もう君はいないのか

架図書館　拶２２‐３００５

定例休館日　　毎週月曜日　
祝日休館日　　２０日牙
整理休館日別 ２８日画

１階おはなしコーナー
　毎週水曜日午後３時から
　どんぐりおはなし会
１階特設展示コーナー　
　８日臥～２３日蚊　午前１０時３０分から　
　つのりえ「アイヌ民族についてのぷちレポート展」
２階多目的ホール　
　８日臥　午前１０時３０分から　おはなし会
２階展示ホール　
　３月９日蚊まで
　全日本写真連盟「富良野支部写真展」
　１２日我～１９日我　富良野高校合同展
　２１日画～４月８日峨　全国学生書道展覧会

開館時間　火～金曜日　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時～午後５時

図書館だより図書館だより

今月の注目の今月の注目の本本
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火
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
火
災
は
発
火
後
、
約
４
０

０
寿
に
な
る
と
ハ
ロ
ン
タ
イ
プ
の

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
で
は

消
火
に
失
敗
し
て
し
ま
う
可
能
性

が
大
き
く
、
強
化
液
タ
イ
プ
の
エ

ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
を
使
用

す
れ
ば
、
消
火
の
開
始
が
多
少
遅

れ
て
も
ほ
ぼ
確
実
に
消
火
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

架
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
５
１
１
９

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
警
察
署
か
ら
の
　
　

お
知
ら
せ

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
は
重
大
な
犯
罪
行
為

で
あ
り
、
社
会
的
な
非
難
も
大
き

く
重
い
処
罰
に
加
え
、
事
故
を
起

こ
せ
ば
多
大
な
賠
償
も
求
め
ら
れ

ま
す
。
地
域
、
職
場
、
家
庭
で

「
飲
酒
し
た
ら
運
転
し
な
い
」「
運

転
す
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
」
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
二
日
酔
い
も
「
飲
酒
運

転
」
に
な
り
ま
す
の
で
、
翌
日
車

の
運
転
が
あ
る
場
合
は
、
前
夜
深

酒
を
し
な
い
、
朝
起
き
て
酒
が

残
っ
て
い
る
自
覚
が
あ
る
と
き
は
、

絶
対
に
ハ
ン
ド
ル
を
握
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
新
学
期
に
お
け
る
少
年
の
非

行
・
犯
罪
被
害
を
防
止
し
よ
う

　

万
引
き
は
犯
罪
で
す
。
お
店
の

人
に
見
つ
か
っ
て
か
ら
品
物
を
返

し
た
り
、
お
金
を
払
っ
て
も
盗
ん

だ
こ
と
に
は
か
わ
り
ま
せ
ん
。
万

引
き
を
命
令
す
る
、
盗
品
を
も
ら

う
、
盗
品
を
買
う
こ
と
は
自
分
が

万
引
き
を
し
て
い
な
く
て
も
罪
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
で
も
万
引
き
は
犯

罪
で
あ
る
こ
と
を
教
え
、
そ
の
兆

し
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
万
引
き
な
ど
に
対
し
て

は
、
毅
然
と
し
た
態
度
で
は
っ
き

り
と
し
か
り
、
子
ど
も
に
反
省
す

る
機
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

○
富
良
野
警
察
署
サ
ミ
ッ
ト
支
援

委
員
会

　

富
良
野
署
管
内
の
５
市
町
村
を

は
じ
め
警
察
関
係
団
体
、
Ｊ
Ｒ
富

良
野
駅
や
観
光
協
会
、
旅
館
業
組

合
な
ど
の
民
間
団
体
計　

機
関
、

２１

構
成
員
約
１
０
０
０
人
に
よ
り
、

本
年
１
月
に
富
良
野
警
察
署
サ

ミ
ッ
ト
支
援
委
員
会
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ

ト
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
サ
ミ
ッ

ト
を
暴
力
で
妨
害
し
よ
う
と
す
る

テ
ロ
活
動
な
ど
の
未
然
防
止
の
た

め
の
情
報
提
供
、
サ
ミ
ッ
ト
期
間

中
に
お
け
る
住
民
の
み
な
さ
ん
の

身
近
で
発
生
す
る
犯
罪
や
交
通
事

故
な
ど
の
防
止
を
、
住
民
の
み
な

さ
ん
と
警
察
が
協
働
し
て
活
動
を

行
う
も
の
で
す
。

架
富
良
野
警
察
署

　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
０
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

２
０
０
９
年
１
月
、
上
場
会
社

の
株
券
が
電
子
化
さ
れ
ま
す

　

株
券
電
子
化
に
よ
り
、
上
場
会

社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
、
株
主

の
権
利
は
証
券
会
社
な
ど
の
金
融

機
関
の
口
座
で
電
子
的
に
管
理
さ

れ
ま
す
。

　

お
手
元
の
株
券
が
本
人
名
義
に

な
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
電
子
化

に
よ
り
株
主
と
し
て
の
権
利
を
失

う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
株

券
電
子
化
の
実
施
前
ま
で
に
名
義

書
換
が
必
要
で
す
。

架
日
本
証
券
業
協
会　
　
　
　
　

証
券
決
済
制
度
改
革
推
進
セ
ン
タ
ー

拶
０
３
‐
３
６
６
７
‐
４
５
０
０

募

集

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

富
良
野
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

ジ
ュ
ニ
ア
・
ク
ラ
ブ
会
員

　

富
良
野
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ジ
ュ

ニ
ア
・
ク
ラ
ブ
で
は
新
規
会
員
を

募
集
し
ま
す
。
元
気
で
や
る
気
の

あ
る
子
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対　

象　

富
良
野
市
内
の
小
学
生

（
１
〜
４
年
生
程
度
）

年
会
費　

１
２
０
０
０
円
及
び
バ

ス
代
６
０
０
０
円（
平
成　

年
度
）

１９

練
習
日

　

夏　

週
３
回
（
月
・
水
・
金
）

　

冬　

週
２
回
（
水
・
金
）

　

練
習
時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

練
習
場
所　

　
　

東
中
及
び
西
中
学
校
体
育
館

説
明
会
・
見
学

　

３
月
中
随
時
。
水
曜
日
は
東
中

学
校
体
育
館
、
金
曜
日
は
西
中
学

校
体
育
館
。
中
学
校
の
都
合
に
よ

り
体
育
館
が
使
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

架
事
務
局
（
品
田
さ
ん
）

拶
２
３
‐
６
１
７
３

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

こ
と
ぶ
き
大
学
生
募
集

入
学
資
格　

市
内
に
住
ん
で
い
る

　

歳
以
上
の
方
（
平
成　

年
４
月

６０

２０

１
日
現
在
）
で
生
き
が
い
を
求
め

よ
う
と
す
る
意
欲
が
あ
り
通
学
が

可
能
な
方
。

就
業
年
数　

　
　
　

本
科
４
年
、
大
学
院
２
年

学
習
内
容　

教
養
、教
科
別
学
習
・

ク
ラ
ブ
学
習
、
奉
仕
活
動
、
自
治

活
動
、
各
種
行
事
（
年
間
約　

日
）

３０

必
要
経
費　

共
通
教
材
費
、
ク
ラ

ブ
学
習
（
教
材
費
）、
宿
泊
研
修
、

学
生
自
治
活
動
な
ど
の
費
用

募
集
人
員
／
申
込
先

富
良
野
校
（
文
化
会
館
）　
　

名
３０

拶
３
９
‐
２
３
１
８

山
部
校（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）　

　

名
ふ
ふ　

拶
４
２
‐
２
４
０
７

２０東
山
校
（
東
山
公
民
館
）　
　

名
２０

拶
２
７
‐
２
１
２
１

架
社
会
教
育
課拶

３
９
‐
２
３
１
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

青
年
海
外
協
力
隊
へ
の
野
球

用
具
の
提
供
に
つ
い
て

　

青
年
海
外
協
力
隊
で
は
、
市
内

幸
町
の
出
合
祐
太
さ
ん
を
野
球
競

技
の
普
及
を
目
的
と
し
て
ブ
ル
キ

ナ
・
フ
ァ
ソ
（
ア
フ
リ
カ
）
に
派

遣
し
ま
す
。
現
地
で
は
野
球
道
具

が
必
要
と
な
る
た
め
、
家
庭
で
不

用
と
な
っ
た
野
球
道
具
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
提
供
に
つ
い
て
お

願
い
し
ま
す
。

希
望
運
動
用
具　

グ
ロ
ー
ブ
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
、
バ
ッ
ト
、
ボ
ー
ル
、

ベ
ー
ス
一
式
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム
、
帽

子
、
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
の
野
球
道
具

※
３
月　

日
俄
ま
で
に
連
絡
を
お

３１

願
い
し
ま
す
。

架
出
合
清
さ
ん拶

２
３
‐
１
１
６
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

予
備
自
衛
官
補
募
集

　

予
備
自
衛
官
補
と
は
、
自
衛
官

未
経
験
者
を
非
常
勤
の
特
別
職
国

家
公
務
員
と
し
て
採
用
し
、
一
般

は
３
年
以
内
に　

日
、
技
能
は
２

５０

年
以
内
に　

日
間
の
教
育
修
了
後

１０

予
備
自
衛
官
と
し
て
任
用
す
る
制

度
で
す
。
予
備
自
衛
官
補
に
任
用

後
、
訓
練
召
集
手
当
は
日
額
７
９

０
０
円
及
び
自
宅
か
ら
東
千
歳
駐
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提
出
し
て
く
だ
さ
い
。郵
送
、フ
ァ

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
も
受
け
付

け
ま
す
。

※
応
募
に
つ
い
て
は
随
時
受
け
付

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
／
応
募
先

ふ
ら
の
市
民
環
境
会
議
事
務
局

（
環
境
生
活
課
内
）

拶
３
９
‐
２
３
０
８

胃
２
３
‐
１
３
１
３

〒
０
７
６
‐
８
５
５
５

富
良
野
市
弥
生
町
１
番
１
号

電
子
メ
ー
ル

kankyo

      -  

k@
city

  
    .  furano.hokkaido.j
                 p  

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

応
募
資
格　

満　

歳
以
上
の
健
康

２０

な
方
で
、
モ
ニ
タ
ー
区
間
（
空
知

川
第
四
鉄
道
橋
か
ら
布
部
大
橋
ま

で
の
右
岸
）
か
ら
お
お
む
ね
５
㎞

以
内
に
居
住
し
、
当
該
河
川
に
接

す
る
機
会
が
多
く
、
河
川
愛
護
に

関
心
を
持
っ
て
い
る
方
。

業
務
内
容　

河
川
の
利
用
、
環
境

及
び
河
川
の
愛
護
活
動
な
ど
の
情

報
を
、
月
１
回
程
度
河
川
管
理
者

に
報
告
し
ま
す
。

募
集
人
員　

１
名

任　

期　

５
月
１
日
〜　

月　

日

１０

３１

報　

酬　

月
額
２
３
２
０
円

応
募
方
法　

官
製
ハ
ガ
キ
に
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
及
び
電
話
番
号
そ
の

屯
地
（
訓
練
実
施
場
所
）
ま
で
の

交
通
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

受
付
期
間　

４
月　

日
俄
ま
で

１４

試
験
日　

４
月　

日
臥
、　

日
蚊
、

１９

２０

　

日
俄

２１技
能
公
募　

日
本
国
籍
を
有
し
、

　

歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
な
ど

１８を
有
す
る
方
（
技
能
の
種
類
は
問

合
せ
く
だ
さ
い
）

一
般
公
募　

日
本
国
籍
を
有
し
、

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方

１８

３４

試　

験
（
技
能
・
一
般
共
通
）

　

筆
記
試
験
、
個
別
面
接
、
適
性

検
査
、
身
体
検
査

架
総
務
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
０

　

上
富
良
野
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　

拶
４
５
‐
３
４
１
２

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

平
成
　
年
度
「
ふ
ら
の
市
民

２０

環
境
会
議
」
定
期
総
会
開
催

と
会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

定
期
総
会

と　

き　

３
月　

日
臥
午
前　

時

２２

１０

と
こ
ろ　

　
　

図
書
館
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

講
演
会　

定
期
総
会
後
に
、「
環
境

と
暮
ら
し
」
に
関
す
る
講
演
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。（
無
料
）

応
募
資
格　

富
良
野
圏
域
に
在
住

の　

歳
以
上
の
方
で
、
自
然
や
環

１８
境
問
題
に
興
味
や
意
欲
の
あ
る
方
。

応　

募　

環
境
生
活
課
、
山
部
・

東
山
支
所
に
あ
る
会
員
の
応
募
用

紙
に
必
要
な
事
項
を
記
入
の
う
え
、

他
の
地
域
に
お
け
る
活
動
な
ど
を

記
入
し
「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
希

望
」
と
明
記
の
う
え
４
月
４
日
画

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
応
募
先

旭
川
開
発
建
設
部
管
理
課

拶
０
１
６
６
‐
３
２
‐
１
１
１
１

〒
０
７
８
‐
８
５
１
３

旭
川
市
宮
町
通
東
４
１
５
５
番　
３１

講
座
・
講
習

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

中
小
企
業
大
学
校
研
修　

虚
若
手
・
新
入
社
員
基
本
講
座

　

４
月
２
日
我
〜
４
日
画

　
　
　
　
　
　
　

２
９
４
０
０
円

許
す
ぐ
で
き
る
営
業
の
基
本

　
　
　
　

４
月
７
日
俄
・
８
日
峨

　
　
　
　
　
　
　

２
１
０
０
０
円

距
カ
イ
ゼ
ン
で
見
え
て
く
る
生
産

革
新　
　

４
月
９
日
我
〜　

日
画

１１

　
　
　
　
　
　
　

３
１
５
０
０
円

鋸
す
ぐ
読
め
る
会
社
の
経
営
数
字

　
　
　
　

４
月　

日
俄
・　

日
峨

１４

１５

　
　
　
　
　
　
　

２
１
０
０
０
円

漁
新
任
管
理
者
養
成
講
座

　
　
　
　

４
月　

日
我
〜　

日
画

１６

１８

　
　
　
　
　
　
　

３
１
５
０
０
円

禦
Ｐ
Ｃ
活
用
誰
に
も
負
け
な
い
ビ

ジ
ネ
ス
文
書
作
成
術

　
　
　
　

４
月　

日
峨
・　

日
我

２２

２３

　
　
　
　
　
　
　

２
１
０
０
０
円

魚
実
践
！
製
造
現
場
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル　

４
月　

日
牙
・　

日
画

２４

２５

　
　
　
　
　
　
　

２
１
０
０
０
円

架
中
小
企
業
大
学
校
旭
川
校

　

旭
川
市
緑
が
丘
東
３
条
２
丁
目

２
番
１
号

拶
０
１
６
６
‐
６
５
‐
１
２
０
０

催

し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

議
場
コ
ン
サ
ー
ト

　

市
議
会
議
員
会
で
は
、
議
会
改

市長杯スーパージャイアントスラ
ローム大会、全国高等学校選抜ス
キー大会
　３月２０日牙～２３日蚊、富良野スキー場スピースコー
スにて「第９回富良野市長杯スーパージャイアントス
ラローム競技大会」と「第２０回全国高等学校選抜ス
キー大会」が行われ、全国の高校生、約３００名が一同
に集まり激戦を広げます。
　スピード感あふれる４日間、ぜひスキー場まで足を
運んでいただき、選手に暖かい声援をお願いします。
『大会日程』（予定）
３月２０日（木）　市長杯スーパー大回転
　　　女子競技開始　午前８時３０分　
　　　男子競技開始　午前１０時００分
３月２１日（金）　高校選抜大会スーパー大回転
　　　女子競技開始　午前８時３０分
　　　男子競技開始　午前１０時００分
３月２２日（土）　高校選抜大会大回転
　　　男子競技開始　午前８時３０分
　　　女子競技開始　午前１０時００分
３月２３日（日）　高校選抜大会回転
　　　男子競技開始　午前８時３０分
　　　女子競技開始　午前１０時００分
※天候により日程が変更になる場合があります。
◎観戦用無料リフト券
　受付はロープウェー乗り場側の駐車場。１人１日１
枚。なお、ロープウェーや帰りのリフトは利用できま
せん。
架SKIだ！ふらの実行委員会（文化会館内）　

拶３９‐２３１８
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革
の
一
環
と
し
て
、
よ
り
多
く
の

み
な
さ
ん
に
議
場
に
来
て
い
た
だ

き
、
親
し
み
や
す
く
身
近
な
議
会

を
め
ざ
し
、
議
場
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

３
月　

日
峨　

１８

　
　
　
　

午
後
０
時　

分
〜
１
時

３０

と
こ
ろ　

富
良
野
市
議
会
議
事
堂

出　

演　

ス
ノ
ー
サ
ウ
ン
ズ
（
女

性
の
ゴ
ス
ペ
ル
グ
ル
ー
プ
）

曲　

目　

T
O
T
A
L　

P
R
A

I
S
E
、
P
R
A
I
S
E　

T
H

E　

L
O
R
D　

W
I
T
H　

M

E
な
ど

架
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
２
２

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

「
サ
ー
カ
ス
」　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
周
年
コ
ン
サ
ー
ト

３０

と　

き　

３
月　

日
蚊　

開
場
午

１６

後
６
時　

開
演
午
後
６
時　

分
３０

と
こ
ろ　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

・
自
由
席　

２
５
０
０
円
（
当
日

３
０
０
０
円
）

曲　

目　

ミ
ス
タ
ー
・
サ
マ
ー
タ

イ
ム
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ィ
ー
リ

年年金金だだよよりり
平成２０年度の国民年金保険料について
　平成２０年度の国民年金保険料が決まりまし
たのでお知らせします。
・国民年金保険料
月額　14,410円（年額　１７２,９２０円）
現金前納（１年）　１６９,８５０円（３,０７０円の割引）
現金前納（６カ月）　８５,７６０円（７００円の割引）
口座振替（１年）　１６９,３００円（３,６２０円の割引）
口座振替（６カ月）　８５,４８０円（９８０円の割引）
口座振替（早割）月額１４,３６０円（５０円の割引）
　金額の改正に伴い、４分の３・半額・４分の
１の免除を受けている方の保険料（４月～６
月）も変更になります。

安心・便利・確実な口座振替
　国民年金の保険料は、金融機関や社会保険事
務所・コンビニで納めることができます。しか
し、「忙しくて納めに行く暇がない…」という
方には、口座振替をお勧めします。
　口座振替を利用すると、金融機関の口座から
自動的に国民年金保険料が引き落とされるの
で、毎月金融機関に行く手間と時間が省け、納
め忘れの防止にもなり安心です。申し込みは、
納付書・通帳・印鑑を持参の上、ご利用の金融
機関・社会保険事務所で手続きしてください。
　申し込みや引き落としに手数料は一切かか
りません。口座振替開始は、申し込みの１～２
カ月後となります。開始月は後日送付される
「国民年金保険料口座振替」で確認してくださ
い。

保険料の支払いはお忘れなく

架市民課　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金
　　　　　　　　　　の裁定請求手続き
　昭和１８年３月生まれ(満６５歳)の方は、誕生日
の前日以降に手続きをしてください。
　厚生年金の受給者は、誕生月に送られてくる
はがきが、基礎年金の手続きになりますので、
改めて手続きする必要はありません。
栢必要なもの
　印鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本など
栢市役所③番窓口にお越しください。

ン
グ
な
ど

架
文
化
会
館

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
８

市
民
参
加
手
続

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

の
結
果
に
つ
い
て

　

次
の
原
案
に
対
し
て
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

意
見
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

意
見
募
集
案
件
虚

　

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
食
育
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
に
つ
い
て

意
見
募
集
案
件
許

　

中
小
企
業
資
金
融
資
制
度
の
改

正
に
つ
い
て

意
見
募
集
案
件
距

　

富
良
野
広
域
連
合
（
仮
称
）
規

約
の
制
定
に
つ
い
て

意
見
募
集
案
件
鋸

　

総
合
計
画
後
期
実
施
計
画
の
策

定
に
つ
い
て

そ
の
他

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

市
役
所
の
フ
ァ
ク
ス
番
号
の
一

部
が
変
更
に
な
り
ま
す

　

4
月
か
ら
フ
ァ
ク
ス
番
号
が
変

わ
り
ま
す
。
切
り
替
わ
り
の
詳
細

日
程
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

中
央
保
育
所　

　
（
現
）
２
２
‐
２
５
３
３

　
　
　
　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
共
用

　
（
新
）
拶
２
２
‐
２
５
３
３

　
（
新
）
胃
２
２
‐
２
５
６
３

麻
町
保
育
所　

　
（
現
）
２
２
‐
４
８
６
７

　
　
　
　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
共
用

　
（
新
）
拶
２
２
‐
４
８
６
７

　
（
新
）
胃
２
２
‐
４
８
７
５

山
部
へ
き
地
保
育
所

　
（
現
）
４
２
‐
２
３
８
８

　
　
　
　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
共
用

　
（
新
）
拶
４
２
‐
２
３
８
８

　
（
新
）
胃
４
２
‐
２
３
５
５

東
山
へ
き
地
保
育
所　

　
（
現
）
２
７
‐
２
９
１
９

　
　
　
　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
共
用

　
（
新
）
拶
２
７
‐
２
９
１
９

　
（
新
）
胃
２
７
‐
２
２
５
６

麓
郷
へ
き
地
保
育
所

　
（
現
）
２
９
‐
２
０
０
３

　
　
　
　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
共
用

　
（
新
）
拶
２
９
‐
２
０
０
３ 

　
（
新
）
胃
２
９
‐
２
２
６
７

布
礼
別
へ
き
地
保
育
所　

　
（
現
）
２
９
‐
２
５
４
３

　
　
　
　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
共
用

　
（
新
）
拶
２
９
‐
２
５
４
３

　
（
新
）
胃
２
９
‐
２
６
３
６

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
フ
ァ
ク
ス
）

　
（
現
）
胃
３
9
‐
6
1
6
1

　
（
新
）
胃
４
2
‐
2
3
1
3

保
健
課
（
フ
ァ
ク
ス
）

　
（
現
）
胃
２
２
‐
０
９
５
０ 

　
（
新
）
胃
３
９
‐
２
２
２
４

架
財
政
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
６
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■２月は各地で冬のイベントが行われました。冬の
寒さが厳しい時期でしたが、どこの会場でも子ども
たちが元気に遊んでいるが印象的でした。３０歳過ぎ
の自分は外に出るのも面倒。せっかく雪の降る北国
に生まれたのだから、積極的に冬を楽しまなければ
と思ってはいるのですが…（と）

■２月16日ジュニアスノーフェスティバルに密着
取材。布礼別小中学校に子どもたちと同じ夏寝袋で
宿泊。子どもは元気。雪だらけになるスノーラフ
ティングが一番人気。大人も楽しい。来年も参加し
たいと話す息子。来年は冬寝袋をこっそり持参し、
ボランティア参加でもしようかな。（さ）

編集

後記

冬
の
な
す
丸
漬
け
の
味
色
も
よ
し

相
良
　
紀
子

冬
晴
や
無
口
に
解
き
し
旅
鞄

岩
田
　
美
雪

空
耳
に
猫
の
鈴
鳴
る
凍
夜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
部
　
洋
子

春
雨
や
齢
増
す
ご
と
過
去
恋
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
倉
は
す
え

せ
せ
ら
ぎ
の
奏
で
音
変
ふ
雪
解
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
崎
　
健
治

フ
ル
ー
ト
の
余
韻
に
ひ
た
る
春
の
宵

津
山
　
洋
子

声
立
て
て
こ
ろ
こ
ろ
笑
う
嬰
児
の

ほ
の
か
に
漂
う
幸
せ
か
み
し
め
　
　
　
　
及
川
　
洋
子

冷
た
朝
雪
の
花
弁
き
ら
き
ら
と

陽
と
遊
び
つ
つ
靜
か
に
積
も
る
　
　
　
　
山
内
　
千
代

ス
タ
ッ
カ
ー
ト
歯
切
れ
よ
く
い
れ
ペ
ダ
ル
踏
む

娘
は
ま
ん
ね
り
に
区
切
り
つ
け
し
と
　
　
坂
東
　
節
子

雪
原
の
白
樺
林
に
陽
は
そ
そ
ぐ

あ
あ
北
国
の
春
は
あ
け
ぼ
の
　
　
　
　
　
中
島
　
芙
蓉

外
国
を
旅
す
る
度
に
思
う
こ
と

み
ん
な
仲
よ
く
手
を
繋
ぎ
た
い
　
　
　
　
村
上
　
ユ
ミ

災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日～金曜日　
　　　　　　　　　午前８時～８時５分
まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
・放送日時　３月２９日臥　午前１０時～１０時４５分

　

大
津
神
社
は
津
萬
の
厄
神

さ
ん
の
呼
び
名
で
知
ら
れ
、

延
長
５
年
（
９
２
７
）
完
成

の
延
喜
式
神
名
帳
に
大
津
乃

命
神
社
と
し
て
式
内
社
（
当

時
か
ら
宮
社
と
し
て
認
定
さ

⑮

大
　
津
　
神
　
社

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ

れ
た
由
緒
あ
る
神
社
）
で
す
。

　

平
安
時
代
よ
り
近
隣
地
域

の
信
仰
を
集
め
て
き
ま
し
た
。

毎
年
の
厄
神
祭
（
２
月　

日
、

１８

　

日
開
催
）
に
は
多
く
の
参

１９拝
者
も
あ
り
、
北
播
地
方
随

一
の
厄
除
け
の
神
と
し
て
信

仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

境
内
社
に
は
、
高
良
玉
垂

命
を
お
祀
り
す
る
高
良
神
社
、

東
照
宮
社
、
祇
園
神
社
、
稲

荷
神
社
が
あ
り
ま
す
。


